
相
談
事・

案・

数・

は
一
、
二
六
九
事
案
で
、
過
去
最
多

令
和
三
年
度
の
相
談
件・

数・

は
、
一
、
六
〇
一
件

（
前
年
度
一
、
七
二
七
件
）
で
あ
り
、
六
年
ぶ
り

に
減
少
し
た
も
の
の
、
過
去
三
番
目
に
多
く
な
っ

て
い
ま
す
（
図
１
参
照
）。

こ
れ
を
相
談
事・

案・

数・

（
注
）
で
み
る
と
、
一
、

二
六
九
事
案
（
同
一
、
二
四
七
事
案
）
で
、
平
成

二
五
年
度
か
ら
八
年
連
続
で
増
加
し
、
過
去
最
多

と
な
っ
て
い
ま
す
（
図
２
参
照
）。

（
注
）‌�

相
談
件・

数・

は
、一
回
の
相
談
を
一
件
と
し
て
お
り
、

相
談
事・

案・

数・

は
、
同
一
人
か
ら
の
同
一
内
容
の
相

談
を
一
事
案
と
し
て
い
ま
す
。

［
例
］‌�一
つ
の
事
案
で
三
回
の
相
談
が
あ
っ
た
場
合

は
、
件
数
は
三
、
事
案
数
は
一
と
な
り
ま
す
。

相
談
者
の
属
性
別
に
み
る
と
、
常
勤
職
員
か
ら

の
相
談
事
案
数
は
一
、
〇
一
〇
事
案
（
前
年
度
九

七
五
事
案
）
で
あ
り
、
平
成
二
七
年
度
か
ら
六
年

令
和
三
年
度
国
家
公
務
員
苦
情
相
談
の
概
要

人
事
行
政
報
告

　
人
事
院
で
は
、各
府
省
に
勤
務
す
る
一
般
職
の
国
家
公
務
員（
行
政
執
行
法
人
職
員
は
除
き
ま
す
。）を
対
象
と
し
て
、各
種
勤
務
条

件
を
は
じ
め
と
す
る
人
事
管
理
全
般
の
苦
情
相
談
に
つ
い
て
、電
話
、メ
ー
ル
、手
紙
及
び
面
談
に
よ
り
広
く
応
じ
て
い
ま
す
。

　
令
和
三
年
度
に
人
事
院
が
受
け
付
け
し
た
苦
情
相
談
に
つ
い
て
、そ
の
概
要
を
紹
介
し
ま
す
。

公
平
審
査
局
職
員
相
談
課

連
続
で
増
加
し
、
過
去
最
多
と
な
っ
て
い
ま
す
。

非
常
勤
職
員
か
ら
の
相
談
事
案
数
は
二
五
九
事
案

（
同
二
七
二
事
案
）
で
あ
り
、
前
年
度
に
比
べ
減

少
し
た
も
の
の
、
過
去
二
番
目
に
多
く
な
っ
て
い

ま
す
（
図
３
参
照
）。
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図１ 苦情相談件数の推移（常勤職員・非常勤職員計）

図２ 苦情相談事案数の推移（常勤職員・非常勤職員計）
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相
談
の
内
容
区
分
は
、
多
い
も
の
か
ら
「
パ
ワ

ハ
ラ
、
い
じ
め
・
嫌
が
ら
せ
」、「
勤
務
時
間
・

休
暇
・
服
務
等
関
係
」、「
任
用
関
係
」
の
順

相
談
内
容
を
内
容
区
分
別
に
み
る
と
、「
パ
ワ

ハ
ラ
、
い
じ
め
・
嫌
が
ら
せ
」（
三
八
五
事
案
、

三
〇
・
四
％
）
が
最
も
多
く
（
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
関

係
を
ま
と
め
る
と
四
〇
六
事
案
、
三
二
・
一
％
）、

次
い
で
、「
勤
務
時
間
・
休
暇
・
服
務
等
」（
三
二

五
事
案
、
二
五
・
六
％
）、「
任
用
」（
一
七
八
事

案
、
一
四
・
〇
％
）、「
健
康
安
全
等
」（
一
三
六

事
案
、
一
〇
・
七
％
）
と
な
っ
て
い
ま
す
（
図
４

参
照
）。

ま
た
、
常
勤
職
員
で
は
、「
パ
ワ
ハ
ラ
、
い
じ

め
・
嫌
が
ら
せ
」、「
勤
務
時
間
・
休
暇
・
服
務

等
」
及
び
「
健
康
安
全
等
」
が
、
非
常
勤
職
員
で

800

1,200

1,000

（事案数）

600

400

200

0
30 令和元29平成 32 （年度）

常勤職員 非常勤職員
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任用関係
178事案
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325事案（25.6%）

健康
安全等関係
136事案
（10.7%）

給与関係
74事案
（5.8%）

ハラスメント関係
406 事案（32.1%）

セクシュアル・ハラスメント
15事案（1.2%）

パワー・ハラスメント、
いじめ・嫌がらせ

385事案（30.4%）

妊娠、出産、育児又は介護に
関するハラスメント

6事案（0.5%）

人事評価関係
29事案（2.3%）

その他 121事案（9.5%）

（事案数）
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いじめ・嫌がらせ
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図５ 苦情相談の内容区分別事案数の推移（常勤職員）

図３ 苦情相談の常勤職員･非常勤職員別事案数の推移

図４ 苦情相談の内容区分別事案数及び割合（常勤職員・非常勤職員計）
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は
、「
パ
ワ
ハ
ラ
、
い
じ
め
・
嫌
が
ら
せ
」
及
び

「
健
康
安
全
等
」
が
、
い
ず
れ
も
過
去
五
年
間
で

最
多
と
な
っ
て
い
ま
す
（
図
５
・
６
参
照
）。

苦
情
相
談
の
対
応
方
法
の
多
く
は
、「
事
情

を
聴
取
し
、
ア
ド
バ
イ
ス
を
し
た
も
の
」

人
事
院
に
相
談
が
あ
っ
た
際
は
、
職
員
相
談
員

が
、
相
談
内
容
に
応
じ
て
制
度
の
説
明
や
ア
ド
バ

イ
ス
を
行
い
ま
す
。
ま
た
、
場
合
に
よ
っ
て
は
、

相
談
者
の
了
解
の
下
に
、
相
談
者
の
所
属
す
る
府

省
へ
相
談
内
容
を
伝
達
し
、
必
要
に
応
じ
、
事
実

関
係
に
つ
い
て
調
査
等
の
対
応
を
求
め
、
相
談
に

係
る
問
題
の
迅
速
か
つ
適
切
な
解
決
を
図
っ
て
い

ま
す
。

相
談
の
対
応
方
法
と
し
て
は
、「
事
情
を
聴
取

し
、
ア
ド
バ
イ
ス
を
し
た
も
の
」
が
最
も
多
く

な
っ
て
い
ま
す
が
、
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
関
係
の
事
案

に
つ
い
て
は
、
そ
の
ほ
か
の
事
案
と
比
べ
る
と

「
申
出
内
容
を
当
局
に
伝
え
た
も
の
」
や
、「
申

出
内
容
を
当
局
に
伝
え
、
調
査
結
果
等
の
報
告
を

求
め
た
も
の
」
の
割
合
が
高
く
な
っ
て
い
ま
す

（
図
７
参
照
）。
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図６ 苦情相談の内容区分別事案数の推移（非常勤職員）

図７ 主な苦情相談の内容区分別、対応方法別事案数及び割合（常勤職員・非常勤職員計）
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苦
情
相
談
の
迅
速
か
つ
適
切
な
対
応
に
向
け
て

苦
情
相
談
は
、
任
用
・
給
与
・
勤
務
時
間
等
の

多
岐
に
わ
た
る
諸
制
度
に
関
す
る
疑
問
の
ほ
か
、

職
場
で
の
人
間
関
係
に
つ
い
て
の
悩
み
を
打
ち
明

け
る
も
の
や
、
現
に
深
刻
な
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
を
受

け
て
い
る
た
め
具
体
的
な
対
応
を
求
め
る
も
の
な

ど
、
多
岐
に
わ
た
っ
て
い
ま
す
。
苦
情
相
談
の
目

的
は
、
単
に
当
事
者
間
の
争
い
に
つ
い
て
の
判
断

を
示
す
も
の
で
は
な
く
、
職
員
が
将
来
に
向
け
て

そ
の
職
場
に
お
い
て
安
心
し
て
職
務
に
専
念
で
き

る
よ
う
に
す
る
こ
と
で
あ
る
と
と
も
に
、
職
場
の

環
境
そ
の
も
の
を
改
善
す
る
こ
と
で
も
あ
る
た

め
、個
々
の
事
案
に
適
切
に
対
応
す
る
た
め
に
は
、

相
談
者
が
所
属
し
、
実
際
に
勤
務
し
て
い
る
各
府

省
の
理
解
、
協
力
や
相
談
者
へ
の
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ

プ
が
不
可
欠
と
な
っ
て
い
ま
す
。

そ
の
た
め
、
人
事
院
で
は
、
各
府
省
の
担
当
者

か
ら
な
る
連
絡
会
議
や
研
修
会
を
開
催
す
る
な
ど

し
て
、
各
府
省
と
の
連
携
を
図
り
、
各
府
省
に
お

け
る
苦
情
相
談
体
制
の
充
実
へ
の
支
援
、
協
力
を

行
っ
て
い
ま
す
。

そ
の
ほ
か
、
苦
情
相
談
の
利
用
の
促
進
を
図
る

た
め
、
職
員
に
向
け
た
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
や
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
よ
り
苦
情
相
談
制
度
の
周
知
を
図
っ
て

い
ま
す
。

苦
情
相
談
は
、個
人
の
問
題
と
し
て
で
は
な
く
、

職
場
と
し
て
対
応
し
て
い
く
こ
と
が
重
要

苦
情
相
談
を
行
っ
た
こ
と
で
、
職
場
内
で
不
当

な
扱
い
を
さ
れ
た
と
い
う
相
談
や
、
組
織
へ
の
不

信
感
か
ら
職
場
内
で
相
談
し
て
も
無
駄
だ
と
い
う

相
談
も
あ
り
ま
す
。

本
来
、
職
員
個
人
の
不
安
や
不
満
は
、
職
場
内

の
上
司
や
同
僚
が
相
談
に
応
じ
る
こ
と
で
解
決
さ

れ
る
べ
き
も
の
で
す
。
限
ら
れ
た
職
員
数
で
複
雑

・
高
度
化
す
る
業
務
に
対
応
し
て
い
る
た
め
に
職

場
内
に
余
裕
が
な
い
と
い
う
声
が
聞
か
れ
ま
す

が
、
そ
の
よ
う
な
厳
し
い
状
況
だ
か
ら
こ
そ
、
職

員
一
人
一
人
が
安
心
し
て
職
務
に
従
事
で
き
る
良

好
な
職
場
環
境
と
す
る
こ
と
で
、
業
務
の
一
層
の

効
率
化
を
実
現
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

職
員
の
不
安
や
不
満
が
職
場
内
で
解
決
さ
れ
る

こ
と
で
、
信
頼
感
、
一
体
感
が
育
ま
れ
る
こ
と
を

認
識
し
、
職
場
の
問
題
と
し
て
真
摯
に
解
決
を
図

る
こ
と
が
重
要
で
す
。

苦
情
相
談
は
、
人
事
院
公
平
審
査
局
職
員
相
談

課
（
電
話
：
〇
三
―

三
五
八
一
―

三
四
八
六
）
又

は
各
地
方
事
務
局
・
沖
縄
事
務
所
で
受
け
付
け
て

い
ま
す
。（
電
話
、
手
紙
、
面
談
）

電
子
メ
ー
ル
に
よ
る
相
談
は
、
人
事
院
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
ア
ク
セ
ス
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

人事院では、一般職の国家公務員からの勤務条件や勤務環境等に
関する悩みについて、広く相談に応じています。

国家公務員の

「明るい職場環境はあなたの相談から」

勤務条件や
勤務環境等に
関する相談制度

勤務条件や
勤務環境等に
関する相談制度

人事院への相談は、公平審査局職員相談課又は各地方事務局（所）第一課等で受け
付けていますので、気軽に相談してください。なお、職場内の問題は、その組織
内で相談することにより迅速な解決につながる場合が少なくありませんので、所
属府省内の相談窓口も活用しましょう。

（令和4年3月現在）

公平審査局職員相談課

TEL：

03-3581-3486TEL：

011-241-1249

TEL：022-221-2002

TEL：048-740-2005

TEL：052-961-6839

TEL：06-4796-2181

TEL：082-228-1182

TEL：087-880-7441

TEL：092-431-7732

TEL：098-834-8401

〒100-8913 東京都千代田区霞が関1-2-3

〒060-0042 札幌市中央区大通西12丁目

〒980-0014 仙台市青葉区本町3-2-23

〒330-9712 さいたま市中央区新都心1-1

〒460-0001 名古屋市中区三の丸2-5-1

〒553-8513 大阪市福島区福島1-1-60

〒730-0012 広島市中区上八丁堀6-30

〒760-0019 高松市サンポート3-33

〒812-0013 福岡市博多区博多駅東2-11-1

〒900-0022 那覇市樋川1-15-15

悩みや不満は、早い段階で解決することが大切です。

相談受付時間（平日）

リサイクル適性 A

この印刷物は､印刷用の紙へ
リサイクル出来ます。

相　　談　　先

9：00～17：00

北海道事務局第一課

東北事務局第一課

関東事務局第一課

中部事務局第一課

近畿事務局第一課

中国事務局第一課

四国事務局第一課

九州事務局第一課

沖縄事務所調査課

どこに相談できますか。Q
A

QRコードでも
簡単アクセス

 人事院 苦情相談　  検索　で検索
 https://www.jinji.go.jp/counseling/

「明るい職場環境は 
      あなたの相談から」 
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項　目

府省名

令和元年度 令和2年度 令和3年度

常勤職員 非常勤職員 常勤職員 非常勤職員 常勤職員 非常勤職員

会 計 検 査 院 3 4 3 1 
人 事 院 1 1 1 
内 閣 官 房 8 2 9 5 7 3 
内 閣 法 制 局 1
内 閣 府 5 5 4 2 3 3 
宮 内 庁 1 6 6 2 
公正取引委員会 2 2 1 1 
警 察 庁 21 18 4 29 
個人情報保護委員会 1 
カジノ管理委員会 1 1 2 
金 融 庁 3 3 6 3 1 2 
消 費 者 庁 1 3 2 4 1 
復 興 庁 1 1 1 1 
デ ジ タ ル 庁 2 
総 務 省 9 5 9 3 17 3 
消 防 庁 2 1 1 
法 務 省 200 22 232 34 241 17 
出入国在留管理庁 38 6 39 5 53 7 
公 安 調 査 庁 5 6 6 
外 務 省 13 8 20 3 11 5 
財 務 省 34 14 39 8 32 9 
国 税 庁 55 18 61 18 72 27 
文 部 科 学 省 6 5 7 4 3 7 
文 化 庁 1 1 4 2 
厚 生 労 働 省 116 41 124 54 136 69 
中央労働委員会 1
農 林 水 産 省 29 10 36 8 33 7 
林 野 庁 8 3 11 5 7 
水 産 庁 3 3 3 
経 済 産 業 省 10 6 6 3 15 3 
特 許 庁 3 3 4 3 3 1 
中 小 企 業 庁 1 3 1 3 1 
国 土 交 通 省 84 41 104 30 87 29 
観 光 庁 2 
気 象 庁 9 2 7 4 8 4 
運輸安全委員会 2 1 2 
海 上 保 安 庁 22 25 29 
環 境 省 8 7 6 5 6 5 
原 子 力 規 制 庁 5 4 3 4 4 
不 明 ・ そ の 他 162 40 175 54 182 50

合　　　　計 872 252 975 272 1,010 259

（注）令和元年度から令和３年度までの間に相談事案のない府省は省略した。
省略した府省：公害等調整委員会、公安審査委員会、スポーツ庁、資源エネルギー庁

参考 苦情相談の府省別事案数（常勤職員・非常勤職員）
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令和３年度国家公務員苦情相談の概要人事行政報告
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